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第１９１回運営委員会概要 平成３０年９月１９日（水）１８：３０～１９：３０ 

 

◆会場：柏崎原子力広報センター 1Ｆ実験室 

◆出席委員：桑原会長、髙桑副会長、三宮、髙橋、田中、千原、三井田 出席委員 ７名 

（欠席委員：石坂 ） 欠席委員 １名 

                        

◆オブザーバー： 原子力規制庁（水野所長） 

資源エネルギー庁（渡邉所長） 

柏崎市（杵淵主任） 

         東京電力ＨＤ（株）（森田副所長、佐藤英 RC、山本 GＭ） 

 

◆事務局：（公財）柏崎原子力広報センター／竹内事務局長、石黒主査、坂田 

 

 

１ 次回以降定例会内容について（10月、11月、12月）  

  １０月：第１８４回定例会（第１水曜）１０月３日(水)18：30～20：50 

９月１９日(水)  運営委員会 

    １１月：第１８５回定例会（情報共有会議 第 3水曜）11月 21日(水)15：00～18：00 

      １０月１７日(水)  運営委員会 

  １２月：第１８６回定例会（第１水曜）１２月５日(水)18：30～20：50 

      １１月７日(水) 運営委員会 

 

◆10月定例会（第 184回、10月 3日）の内容について 

議題： フリートーク（大飯発電所視察報告）                                 

・10月の「前回定例会以降の動き」は 2ヶ月分の質疑を行う。先月は質疑時間を十分に設 

けることができなかったため、時間を通常より長めに設ける。（なお、資料配布は当月分 

のみ）。 

・残り時間は大飯発電所視察の報告や感想など、フリートークとする。 

・募集した議題への各提案について、議題として量的に足らないようであれば、質問として 

の文書回答や前回定例会以降の動きの中で補足説明してもらうことなどで、オブザーバー 

に対応してもらう。 

・東京電力の防災訓練について、改善計画の概要を改めて説明してもらう。また、募集した 

提案議題の中で「柏刈原発における知見の拡充に向けた取組みの検討状況について」も前 

回定例会以降の動きの中で説明してもらう。 

・前回聞けなかった原子力災害に備えた放射線防護設備（フィルトリングシステム）につい 

ての説明を新潟県に要請する。設備概要や設置経緯、同様施設の有無などを前回定例会以
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降の動きの中で説明してもらいたい。 

 

◆11月定例会（第 185回、情報共有会議 11月 21日）の内容について 

議題： 情報共有会議                                   

・内容については運営委員会で前回協議したとおり。 

・全委員及びオブザーバーには発言時間厳守を案内周知する。 

・委員意見等の提出期限は 9月 30日。 

・正式案内は 9月 20日以降発送予定。 

  

◆12月定例会（第 186回、12月 5日）の内容について 

議題： フリートーク「どうしたら発電所の安全性は保てるのか（仮題）」                 

・フリートークのやり方を含めて、次月以降の運営委員会で協議する。 

 

２ 委員からの質問・意見について 

オブザーバーから文書にて回答することを確認した。 

また、回答が間に合わない場合は次月以降とする。 

 

３ 地域の会情報誌「視点」について 

視点第９２号（第 182回 8月定例会分）について、内容を確認した。 

 

４ その他 

平成 30年度県外視察研修の参加状況について 

視察先：関西電力(株)大飯発電所、おおい町及びおおい町議会                          

・日程は平成 30年 9月 26日（水）、27日（木） 

・現在の参加人数は 17名（委員 10名、オブザーバー5名、事務局２名） 

・参加者には案内資料を配付済み。 

   

 

【10月定例会 タイムスケジュール（予定）】 

18：30～20：10 前回定例会以降の動き、質疑応答 

20：20～20：50 フリートーク（大飯発電所視察報告） 

 


